職務経歴書
20xx年xx月xx日
氏名〇〇　〇〇
【経歴要約】
〇〇建設株式会社で施工管理者補佐を経て、施工管理者として注文住宅8棟を担当しました。その後、現職の△△建設株式会社で、マンション、ビル建築に伴う住民への説明、施工計画、工程管理、土木、電気工事、管工事、造園担当者との打ち合わせ、予定管理、安全管理などの建築施工管理業務全般に携わっています。

【職務内容】
[bookmark: _Hlk110945001]〇〇建設株式会社（契約・嘱託社員）20xx年xx月～20xx年xx月
資本金〇億〇千万円　従業員数〇〇名　

【勤務先概要】
戸建住宅の建築（全社で年間150棟）

【担当職務】
[bookmark: _Hlk110945032]■施工管理者補佐（20xx年xx月～20xx年xx月）
＜業務内容＞
注文住宅3棟を担当…建築工事の進行管理／職人手配／予算管理
＜実績・成果＞
・専門工事の知識、関係法令や、天候不順による工期の遅れの対策として、職人を増員するなどの対応方法を学んだ。
・当初は、設計時に建物の完成形をイメージすることが難しかったが、経験を積むことで解消された。
・新築住宅の施工管理だけでなく、外壁補修工事も行った。

[bookmark: _Hlk110945052]■施工管理者（20xx年xx月～20xx年xx月）
[bookmark: _Hlk111034482]＜業務内容＞
注文住宅8棟を担当…建築工事の進行管理／下請け業者手配／周辺地域住民への事前説明／工程管理／安全管理／仕上げ管理
＜実績・成果＞
・工事全体の進行を管理するうえで、下請け業者との綿密な打ち合わせや、職人に対してのリーダーシップの重要性を感じた。建築について日々勉強を重ね、妥協をせず「言うべきことは言う」姿勢で取り組んだ。
・依頼主だけでなく、近隣住民とのコミュニケーションも重視した。


[bookmark: _Hlk110945129]△△建設株式会社（契約・嘱託社員）20xx年xx月～現在
資本金〇億〇千万円　従業員数〇〇名
【勤務先概要】
商業建築・住宅施工

【担当職務】
建築施工管理業務

【手がけた建築物件】
・20xx年xx月～20xx年xx月　分譲マンション「〇〇〇〇」（東京都△△市）
SRC構造　6階建て（34戸）
・20xx年xx月～20xx年xx月　□□ビル（神奈川県××市）
RC構造　5階建て（20戸）
＜業務内容＞
[bookmark: _Hlk110945299]・ 土木、電気工事、管工事、造園担当者との打ち合わせ
[bookmark: _Hlk110945236][bookmark: _Hlk110945263]・ 周辺地域住民への説明　　・ 施工計画、工程表の作成
・ 作業手順の打ち合あわせ　・ 工程管理
・ 原材料管理　　　　　　　・ 予算管理
・ 安全管理　　　　　　　　・ 設計変更に伴う対応

【仕事への姿勢・成果】
・戸建住宅と異なり、現場スタッフが通常数十名になるだけに、指示が徹底されているかを確認するように気をつけた。その中で、現場での統率にはやはり、建築に関する幅広い知識、経験が重要であることを感じた。
・□□ビルでは、設備の設計変更があり、工程管理表の修正が必要となった。その経験を生かし、設計変更に対応しやすい工程表のフォーマットを作成した。
・原材料高騰の対応には苦慮したが、人員配置や作業工程を見直し、予算内での施工を実現した。
・建築における知識を高める重要性と共に、年代の異なる人々をまとめていくことが何よりも大切だと実感している。当初は、40代より年長の職人と打ち解けて話すことが難しかったが、相手の意見を尊重している姿勢をアピールし、会話を重ねることで、互いに遠慮なく意見を出し合えるようになった。この結果、現場の意見を反映して安全管理体制を見直すことができた。
・2棟共、工期の遅れなく完成した。

【スキル・知識】
大型施設の施工管理において電気関連知識の必要性を認識して、第一種電気工事士資格取得に向けて自己啓発しています。

【資格・免許】
建築施工管理技士2級　20xx年取得
普通自動車第一種運転免許　20xx年取得

【自己PR】
コミュニケーション能力
[bookmark: _Hlk111205037]施工管理業務で大切なコミュニケーション能力があります。ビル、マンション建設では周辺地域住民に対してわかりやすい説明を行い、質問に対しても丁寧に対応しています。また各部門との打ち合わせや工程管理においても、相手の立場や考え方を尊重しながらこちらの考え方を伝えることで、良好なコミュニケーションが取れます。

マネジメント能力
工程管理、予算管理、安全管理などでマネジメント能力を発揮します。これまで新築戸建住宅、ビル、マンションの施工管理を行うなかで、常に工期の遅れがないよう工程管理に注意を払い、必要に応じて増員や工程表の変更を行い納期を遵守してきました。また予算と差異が生じないような予算管理や、事故がないように安全管理体制を強化しながらマネジメントを行っています。

